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令和６年１１月１４日（木） 

令和６年度第１回多摩市みどりと環境審議会議事録 

 

午後２時３０分開会 

○環境政策課長  それでは、定刻になりましたので、令和６年度第１回多摩市みどりと

環境審議会を開催いたします。 

 本日は、お忙しい中お集まりいただき、ありがとうございます。私は、本審議会の事務

局を務めます環境部環境政策課長のｂと申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 まずは、本日の出席者の確認をいたします。まず、Ｏ委員は急遽欠席、Ｆ委員につきま

しては、３０分程度遅れるとの御連絡をいただいております。本日の出席委員は、Ｆ委員

を含め、１６名となります。 

 多摩市みどりと環境審議会規則第３条により、委員の過半数が出席しておりますので、

これより令和６年度第１回多摩市みどりと環境審議会を開会いたします。 

 なお、今回は委員の任期満了に伴い、改選後、初めての審議会開催となりますため、会

長が決定するまで、本審議会の進行を私が務めさせていただきます。 

 初めに、事務局の紹介をさせていただきます。 

 まず初めに、環境部長の aでございます。一言、よろしくお願いいたします。 

○環境部長  多摩市の環境部長をしています a と申します。審議会の委員をお受けいた

だきまして、ありがとうございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 今日、先ほど課長からありましたとおり、今年度初めての審議会になります。昨年度ま

で、皆様に御協力いただきまして、こちら、今日の資料の中にも入っていますけれども、

みどりと環境基本計画という今後１０年間の本市の取組を示す計画をつくっていただきま

した。どうもありがとうございました。 

 今回、任期が今年の７月１日から再来年の６月３０日までということで、２年間の任期

になりますので、どうぞよろしくお願いします。その間に、皆様に御審議をお願いしたい

事項ですとか、この審議会を設置している市の思いというふうなところにつきましては、

本日の議題の中でも御説明をさせていただければというふうに思います。 

 また、今日、次第をお手元に置かせていただいてございますけれども、今年度、本市が

進めていこうとしている取組についてもご説明させていただきます。例えば気候市民会議

ですとか、令和２年度に本市と多摩市議会が共同で行った気候非常事態宣言の目標達成に
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向けた具体策として、国の交付金を受けて、市民の皆さんと一緒に進めていこうとしてい

ます重点対策加速化事業という事業について、これまでの取組の経緯というところと、事

業がどんな効果をもたらすかというところについても御説明をさせていただければと思い

ます。 

 今日の内容にかかわらず、計画書にある内容、また、来年度以降の取組というところに

つきましても、随時、委員の皆様に御説明をさせていただいて御意見を頂戴できればとい

うふうに思ってございますが、皆様から忌憚のない様々な観点での御意見、御助言をいた

だければというふうに思いますので、２年間、どうぞよろしくお願いいたします。 

○環境政策課長  続きまして、地球温暖化対策担当課長のｃでございます。資源循環推

進課長のｅでございます。続きまして、後ろになりますけれども、環境政策課環境政策担

当主査のｈでございます。同じく主査のｆでございます。主任のｉでございます。同じく

主任のｊでございます。あと、本日別の予定で欠席ですが、公園緑地課のｄと、最後、私、

環境政策課長のｂでございます。 

 今年度はこのメンバーで事務局を運営してまいりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。 

 続いて、本日の資料ですが、お手元のタブレット端末の中に格納しております。 

 ここからは座って説明させていただきます。 

 現在は、次第の頁が開かれていると思います。下から上にスライド。もしくは右から左

にスライドさせると、次の頁に移動することができます。戻る場合は、その逆です。また、

画面下に本のマークとアルファベットで「頁」と書かれた箇所があるかと思います。そこ

をタッチしていただきますと、頁を飛ばして表示したい箇所まで資料を移動させることが

できます。 

 注意点としましては、画面上段真ん中あたりにあります「見る」というタブがあり、現

在選択している状態かと思います。これを「書く」や「消す」を選択してしまいますと、

資料の頁送りができなくなりますので、必ず「見る」が選択されていることを確認して使

用していただければと思います。万一ホーム画面に戻ってしまった場合には、右上のアル

ファベットで「ビジネス」と書かれた赤いアイコンをタッチしてください。 

 いろいろ操作が複雑になっております。使用中、操作についてお困りのことが発生しま

したら、御遠慮なく事務局まで手を挙げてお知らせいただければ、担当の者が伺いますの

で、そのような形で対応させていただきたいと思います。 



-3- 

 

 なお、格納した資料とは別に、委嘱状を机上に置かせていただいております。この後の

委嘱状交付で氏名等の確認を行いますので、しまわずにお待ちください。 

 それでは、次第の２番目、委嘱状の交付に移らせていただきます。委嘱状の交付につき

ましては、時間の都合上、大変恐縮ではございますが、机上配付とさせていただきたく存

じます。机上の委嘱状に記載されたお名前について、お間違いがないか、御確認をお願い

いたします。 

 よろしいでしょうか。それでは、任期の２年間、どうぞよろしくお願いいたします。 

 では、議題の３番目、委員紹介・挨拶のほうに移らせていただきます。 

 それでは、資料１、頁で申しますと２頁をお開きください。今任期の委員の名簿となり

ます。今回はこのメンバーでの第１回目の会議となります。お座りになっている席の順に、

Ａ委員から順に、申し訳ないんですけれども、１分程度で一言、自己紹介をお願いいたし

ます。 

○Ａ委員  多摩市民のＡと申します。現在、昨年から、援農ボランティアとして活動し

ております。生活者の視点から審議会の議論に加われればと考えております。２年間、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

○Ｂ委員  昨年度から引き続きの参加となりますＢと申します。このたびは、多摩市緑

進会の所属として参加させていただきます。この多摩市緑進会というのは、多摩ニュータ

ウン建設当初から、市の公園工事とか植栽の管理なんかに携わっている９つの会社で構成

されております。緑進会発足以来、多摩市の緑の管理を支えてきた団体でございます。ま

た、台風や雪害などの緊急事態のときには、多摩市や東京都と連携をしながら、対応支援

なども行っております。 

 私は、緑進会の中の１つの会社で普段は勤務しておりまして、市内の公園緑地であると

か、東京都の道路植栽などの管理業務に長く携わってきております。このような経験を生

かして審議会に参加させていただきますので、引き続きよろしくお願いします。 

○Ｍ委員  Ｍと申します。前の期に続いて、今回も審議会のメンバーとしてお世話にな

ります。よろしくお願いいたします。 

 私は聖蹟桜ヶ丘に住んでいまして、近隣の小学校で気候変動のことをやりたいというこ

とで来てくれということで手伝っておりまして、気候変動のことを学ぶと同時に、どうし

たらいいかと。その対策の１つが再エネなんですけれども、再エネって何だということが

分からないので、それで子どもたちが自分で水力とか風力とか小さい太陽光をつくって、



-4- 

 

その電気を充電式の乾電池にためまして、それで聖蹟桜ヶ丘駅前、３.１１の後の自粛ム

ードでイルミネーションがなくなったんですが、それを点灯させようということで、その

活動も７年ぐらいやっているんですが、ちょうど来週月曜日に国連広報センターの根本所

長が第一小学校に来てくださいまして、それで国連がやっていることと、多摩市の子ども

たちがやっていることがどう連動しているのかと。その交流会をやろうじゃないかという

ことで、今その準備をやっておりますので、子どもたちの活動が、国連が提唱しているＳ

ＤＧｓ、「１.５℃の約束」というところにどう関わっているのか、そんなことをやってお

りますので、よろしくお願いいたします。 

○Ｃ委員  Ｃです。聖ヶ丘に住んでいます。審議会に応募したのは、本当に近くの公園

とか、緑地とか、それから道路の花壇とかでボランティアをしているんです。分厚い基本

計画を見て、どの辺に位置づけられているのかなとか、審議会というのもあるので応募し

てみようと思って応募したら、どうぞというので、なることにしました。 

 僕は、桜ヶ丘公園に、ほぼ毎日ぐらい犬の散歩に行っているので、桜ヶ丘公園にもお世

話になっているんです。だから、みどりと環境ということで、市民の立場から何か話が関

われたらいいなと思って、よろしくお願いします。 

○Ｇ委員  パルテノン多摩の指定管理者の多摩市文化振興財団で学芸員をしております

Ｇと申します。前期に引き続き、今期もどうぞよろしくお願いいたします。 

 学芸員としては、自然科学が専門なんですけれども、特に植物学が専門になります。今

年度は環境政策課のほう、「多摩市生きもの調査隊」という、市民と一緒に多摩市の生物

多様性を調べる事業を行っておりまして、私も事業に専門家として関わらせていただいて

いるんですけれども、来年の夏前ぐらいですか、当館の展示でぜひその成果を発表したい

なというふうに考えております。審議会のほうでもいろいろと、自分の知識をある程度生

かしながら発言できたらと思っておりますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

○Ｄ委員  Ｄと申します。私は、多摩グリーンボランティア森木会といいまして、多摩

市の市民が多摩市の雑木林だとか公園緑地の保全をする会、１４団体あるんですけれども、

あそこの取りまとめ的なことを行っている会議の会長をやっております。 

 それ以外にも、雑木林に興味を持った市民の方に初級講座といいまして、１年間かけて、

雑木林の関わり方を学んでもらうという講座を開いておりまして、初級、中級と１年間か

けてやっております。大体いつも毎年２５名から３０名ぐらいの方が受講して、一緒に保

全しているんですが、そういった面からも、多摩市の環境に関して、私も最初はそういっ
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たつもりはなかったんですけれども、結果的にそれがいろいろな環境問題につながってい

るのかなと、今、改めて勉強しているところです。そういった意味で、こちらでも何か意

見が出せればいいなというふうに考えております。２年間、よろしくお願いします。 

○Ｅ委員  名簿の中の５番目ですけれども、Ｅと申しますが、呼び名がＥといいます。

Ｅです。実は私、出身は岩手なんですけれども、小さい頃から父親に人のために尽くせと

いうような教えをずっとされておりまして、多摩市に住んでから４０年になりますが、そ

の中の２０年間近く、地域活動・自治会関係を中心に地域活動をしてまいりました。 

 その中で、今回もみどりと環境審議会。これも何だかんだ言って七、八年ぐらい足かけ

続けている部分がございますけれども、これからも皆さんのために頑張っていきたいと思

います。おやじの教えの「人のために尽くせ」という言葉、これを生かしながら、みどり

の環境審議会以外にも、多摩市の中で５つのいろいろな審議会等の役割も務めております

けれども、できるだけ皆さんのために頑張っていきたいと思います。よろしくお願いいた

します。 

○Ｐ委員  東京都地球温暖化防止活動推進センター、Ｐと申します。よろしくお願いい

たします。昨年度に引き続いての委員委嘱ということで、お世話になります。 

 東京都地球温暖化防止活動推進センター、略称はクール・ネット東京ということで、も

ちろんこの読んで字のごとく脱炭素がメインではあるんですけれども、私どもの出身母体

でございます公益財団法人東京都環境公社、こちらの一組織でございます。東京都環境局

のいわゆる外郭団体ということで、環境行政、あらゆることに関わっている。当然自然も

そうですし、廃棄物もそうですし、ということで、実は私ももう公社生活４０年近くにな

るんですけれども、どちらかというと、今はネクタイ締めていますが、ヘルメットかぶっ

て作業着を着て、清掃工場ですとか、リサイクルプラント。こういったところで、プラン

トの維持管理での生活が実は一番長かったというようなところでございます。 

 みどりと環境審議会ということでございますので、その辺のスキルが多少でも皆さんの

お役に立てればというふうに考えてございますので、よろしくお願いいたします。 

○Ｉ委員  国立環境研究所社会システム領域に所属している I と申します。よろしくお

願いします。前期に引き続き、今期もよろしくお願いします。前期は出張や会議等々重な

って、全部オンラインでの参加となり失礼しました。今期はできる限り対面で参加できれ

ばと思っております。 

 私自身は、専門がコンピューター上のシミュレーションモデルを使って対策を取ったと
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きにどのような効果があるのかということを分析しています。また、国連環境計画の委員

を務めており、どちらかというと世界やアジア、日本国を対象とした分析をしているので

すが、自治体における現場の議論にもできる限り貢献していきたいと思います。どうぞよ

ろしくお願いします。 

○Ｋ委員  私、東京ガス東京西支店のＫと申します。前期に引き続きですが、よろしく

お願いいたします。 

 東京ガス、ガス事業者なんですけれども、電力の小売も含めて、エネルギー事業者とし

て本当に責任が重い立場で参加させていただいております。業務については、多摩市さん

の環境、防災、まちづくりの関係の広報・広聴活動、あとは学校教育ということで、次世

代の小・中学生に出前事業なんかもやらせていただいております。今期もよろしくお願い

いたします。 

○Ｌ委員  Ｌでございます。私、前期に続いて２回目となります。どうぞよろしくお願

いいたします。この名簿では多摩商工会議所となっておりまして、商工会議所の副会頭を

させていただいておりますが、本職は、関戸にありますトヨタＳ＆Ｄフリート西東京とい

う会社の社長をさせていただいていまして、車は御存じのとおり、このみどりと環境につ

いては大体マイナスのインパクトしかないということでありますので、悪者代表というこ

とで、何がしかの貢献ができたらなというふうに思っております。どうぞよろしくお願い

します。 

○Ｎ委員  多摩市農業委員会の職務代理をやっていますＮと申します。南野のほうで、

私自身も農家をやっていて、農業委員会の一応副会長ということで、今日も農地パトロー

ル、法定検査で関戸地区と連光寺地区を見て回ってきました。少ないながらも、多摩市も

しっかりと農地が保全されているということで、それを力を入れてやっていますので、よ

ろしくお願いします。 

○Ｑ委員  私、関係行政機関の職員として参加させていただきます東京都西部公園緑地

事務所工事課長のＱと申します。よろしくお願いいたします。 

 私どもの東京都西部公園緑地事務所は、多摩地区の都立公園の整備や管理を所管してい

る部署です。今も都立公園を新規に整備したりですとか、あるいは、老朽化した施設を改

修するですとか、今だとバリアフリー化ですとか、あるいは子どもたちが遊べるような遊

具の広場をリニューアルしたりですとか、そのようなことに取り組んでいるところです。 

 こちらですと、先ほどもお話ありました桜ヶ丘公園なんかも都立公園で、私どもの所管
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になりまして、多摩市さんとも関わりが深いところだと思っておりますので、微力ながら、

少しでもお役に立てるように取り組んでいきたいと思いますので、皆様どうぞよろしくお

願いいたします。 

○Ｊ委員  環境エネルギー政策研究所主任研究員のＪと申します。普段は、自治体と一

緒に、再生可能エネルギー普及の計画をつくったり、もしくはトラブルを防ぐためにどう

いうふうにしていくか、それから地域にとって望ましい再エネというのをどう進めていく

か、そういった辺りの業務をしております。前期に引き続き、今回も参加させていただき

光栄です。 

 前回、気候市民会議の企画段階からいろいろ関わらせていただきまして、非常に貴重な

経験させていただきましたし、また今後も貢献できればと思っております。よろしくお願

いいたします。 

○Ｈ委員  皆さん、こんにちは。東京都立大学で教員をしているＨと申します。私は、

もともとは実は生物学が専門でして、東南アジアの熱帯雨林で、木の調査ですとか、あと

は動物を追っかけるとか、そういうどっちかというとインドアではなくてアウトドアのほ

うでずっと仕事をしてまいりました。ただ、今の都立大学のほうに着任後は、そういう自

然環境の保全もそうなんですが、人と自然がどういう関係にあるべきかみたいなものを究

極のテーマとしまして、例えば、いろいろないい面悪い面はどうなのかとか、それを加味

した上で私たちは何をするべきなのか、そういった答えのない問いみたいなものをずっと

立てながら、いろいろと考えている次第です。 

 そういった私の経験が少しでもこちらの審議会の中でお役に立てればと思いますので、

皆さん、どうぞよろしくお願いいたします。 

○環境政策課長  ありがとうございました。改めまして、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 続きまして、次第の４番目。議題（１）、会長の選任及び職務代理者の指定に移らせて

いただきます。 

 資料２、頁で申しますと３頁をお開きください。多摩市みどりと環境審議会規則第２条

第２項の規定に基づき、会長につきましては、委員の互選により定めることとなっており

ます。どなたか立候補、または御推薦いただけますでしょうか。 

 Ｋ委員。 

○Ｋ委員  私のほうから、推薦を申し上げます。次第を確認しますと、昨年度の本審議
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会で答申を行った、みどりと環境基本計画の進行管理や結果に対する助言などが検討課題

だというふうに思われます。 

 したがいまして、会長にはこれまでの計画を十分熟知されていることが必要だと思いま

すので、前回から引き続き、Ｈ委員を会長に推薦いたします。 

○環境政策課長  ほかにございますでしょうか。 

 委員の皆様、いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○環境政策課長  ありがとうございます。 

 それでは、今、「異議なし」というお答えをいただいたのと、ほかに立候補の方もいな

いようですので、Ｋ委員より推薦のありましたＨ委員に会長をお願いしたいと思いますが、

Ｈ委員、会長をお引き受けいただけますでしょうか。 

○Ｈ委員  僭越ながら、お引き受けいたします。よろしくお願いいたします。 

○環境政策課長  ありがとうございます。 

 それでは、Ｈ委員、前のほうの会長の席に移っていただきまして、一言就任の御挨拶を

お願いいたします。Ｈ会長、よろしくお願いいたします。 

○会長  それでは、改めまして、会長を拝命いたしましたＨでございます。こちらの環

境審議会、微力ではございますけれども、よりよい環境というものをできるように、尽く

してまいりたいと思います。 

 こちらの審議会ですけれども、すごく難しい審議会の１つでして、環境問題というのは、

少なくとも３つの難しさがあるんです。１つは何かというと、複数の問題が絡むことにな

ります。それが因果関係。例えば気候変動が問題になりますけれども、気候変動と生物多

様性は関係したりしますし、どっちかがやったらどっちかが駄目になっちゃうということ

よくあるんですよね。なので、そういうバランス感覚なんかがすごく重要だったりもしま

す。また、今やっていることが、未来の受益者、将来世代に必ずしもいいことなのかとい

うのは実は分からない点がすごくたくさんあります。ですので、考えて考えて考え抜いて

いくということが求められるんですが、そこもなかなか、じゃあ正しい答えが出るかとい

うのも、必ずしもそうではなかったりします。 

 私たちはそういう難しい問題を取り扱っていくというような会議でありまして、そんな

中で、何か１つの正しい答えを見つけるというよりかは、この場ではいろいろ様々な立場

での御意見というのを集めて、よりよい解がどういうものなのかというのを考えて議論し
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ていくというのが、主な目的になるかと思います。 

 ですので、こちらの審議会、私の司会がどのぐらいうまくできるか分かりませんけれど

も、皆さんも忌憚のない御意見を遠慮なく出していただきたいと思いますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、着座にて失礼いたします。 

○環境政策課長  それでは、会長が決定いたしましたので、ここからの進行はＨ会長に

お願いしたいと思います。 

 Ｈ会長、よろしくお願いいたします。 

○会長  それでは、これから司会進行のほうをさせていただきます。よろしくお願いい

たします。 

 続きまして、職務代理者の指名となります。職務代理者ですけれども、多摩市みどりと

環境審議会規則第２条第４項に基づきまして、会長、私が指名することになっております。

私としましては、環境の主要課題の１つであります地球温暖化対策を通じて、再生可能エ

ネルギーなどのエネルギー分野について精通されているＪ委員を推薦したいと思いますが、

いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、Ｊ委員に職務代理者をお願いしたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。 

○Ｊ委員  よろしくお願いいたします。 

○会長  ありがとうございます。それでは、こちらのほうに御移動いただいて。それで

は、御準備できたら一言。 

○職務代理  ただいま職務代理者に指定いただきましたＪでございます。今、お話があ

ったように、環境問題は難しいこと多々ございますけれども、それぞれの視点からお話し

いただいて、それをまた、私でも会長をサポートしていければと思っております。よろし

くお願いいたします。 

○会長  どうもありがとうございます。 

 それでは、引き続いて議題のほうを進めさせていただきたいと思います。 

 議題の２番目になります。会議運営に関する事項の確認（案）についてになります。 

 こちらにつきまして、事務局から御説明をお願いします。 

○環境政策課長  それでは、説明をいたします。資料２、多摩市みどりと環境審議会規

則、３頁を御覧ください。 
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 多摩市みどりと環境審議会規則第９条、こちらでは、「この規則に定めるもののほか必

要な事項は別に定める」とあります。本件につきましては、会議を円滑に運営していくた

めに必要な取決めを、案として事務局より提案させていただくものになります。 

 では、資料３、会議運営に関する事項の確認（案）、頁で申し上げますと４頁を御覧く

ださい。４頁に沿って説明をさせていただきます。 

 では、説明を続けます。まず、会議時間です。会議時間は原則平日のおおむね２時間程

度といたします。 

 次、議事録について。会議の記録は原則公開前に各委員に送付し、了承を得るものとい

たします。ただし、発言した内容について訂正を行う場合と、会議で確認が必要な場合は、

直近の会議において了承を得るものといたします。 

 次、会議及び会議資料の公開について、３点ございます。１つ目、会議は、多摩市みど

りと環境審議会規則第６条に基づき、原則として公開といたします。ただし、リモート開

催、書面開催は、公開が難しいため、この限りではないとします。２つ目、会議の開催予

定は多摩広報、多摩市公式ホームページで周知を図るものとします。３つ目、会議記録及

び会議資料は原則として環境政策課において、公開いたします。なお、会議録に記載され

た個人名等は無記名といたします。 

 次、傍聴人への対応でございます。１つ目、傍聴人の定員は原則１０名以内とし、開催

する会議により定めます。なお、傍聴人の決定は先着順といたします。そのほか、会議資

料の取扱や写真撮影、アンケートなどの取扱いについて記載してございます。 

 ２つ目、会議を傍聴することができない者ということで、危害を加える物を携帯してい

る者、酒気を帯びている者など、アからカまで６点ほど挙げさせていただいておりますの

で、御確認をお願いいたします。 

 ３つ目、傍聴人に対する禁止事項として騒ぎ立てる等の行為の禁止、会場の秩序を乱し、

または議事を妨害する行為の禁止などから、アからオまで５点ほど挙げさせていただいて

おりますので、確認をお願いいたします。 

 最後にその他として、上記以外に会議運営で必要な事項が生じた場合は、会長が会議で

審議するものという内容でございます。 

 説明は以上でございます。 

○会長  ありがとうございます。 

 ただいまの御説明に関して、何か御質問等ございますでしょうか。基本的には審議会の
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よくあるやり方で、議事録で記録を取って、場合によって公開をして、さらに傍聴なんか

も受け入れるというような基本のルールにのっとっておりまして、それで昨年度というか、

前回までとも特に大きな違いはないということですので、これまでどおり進めていきたい

ということになりますが、よろしいでしょうか。 

 それでは、特にないようであれば、これで御了承いただくということにさせていただき

たいと思います。どうもありがとうございました。 

 それでは、続いて議題の３番、本日の一番の議論になるかと思いますけれども、第３次

多摩市みどりと環境基本計画の進行管理（案）について、こちらも事務局から御説明をお

願いいたします。 

○環境政策課長  それでは、資料４、頁で申し上げますと５頁、第３次多摩市みどりと

環境基本計画の進行管理（案）をお開きください。 

 本件は、今年３月に策定した第三次多摩市みどりと環境基本計画の進行管理につきまし

て、計画開始から５年後、中間見直しまでの間、毎年度行う評価と見直しの方法について、

事務局案を取りまとめたものになっております。本審議会では、進行管理における本審議

会の位置づけ等について、御審議いただきたく思います。 

 なお、本案件は本市の環境政策の推進を図るための環境政策推進本部会議におきまして、

大筋決定はいただいているものであり、今回の審議会で御決定いただきたいと考えていま

す。 

 ６頁を御覧ください。まずは、第３次多摩市みどりと環境基本計画についてのおさらい

となりますが、まず１つ目の計画の位置づけについて。本計画は、多摩市環境基本条例第

８条に基づき策定した計画であるとともに、第六次多摩市総合計画の重点テーマである

「環境との共生」の実現に向けて、本市の環境の維持向上を具体的に推進していくものと

しております。 

 また、右下にございます図でお示ししているとおり、本計画は多摩市環境基本計画をは

じめとする５つの計画で構成されています。第３次である本計画から、多摩市生物多様性

地域戦略、多摩市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）、そして多摩市地域気候変動適

応計画の３つの計画が、新規での追加となっております。 

 ２つ目の計画期間は、世界全体でカーボンゼロを目指している２０５０年を展望しつつ、

令和６年（２０２４）年度から令和１５（２０３３）年度までの１０年間の計画としてお

ります。 
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 ７頁を御覧ください。本計画の構成を示したものに、進行管理として行っていく評価と

見直しの対象とタイミングを落とし込んだものでございます。 

 本計画は、「計画の基本理念」と「目指す環境像」を踏まえ、令和３２（２０５０）年

度の目標を設定した「長期目標」があり、その実現に向けて、令和１５（２０３３）年度

に達成を目指す「短期目標」がございます。「長期目標」と「短期目標」は、大きく４つ

の分野に分けて設定しております。 

 また、今回の計画の特徴として、気候危機への対策と、みどり・生物多様性の保全、そ

して、資源循環の取組が相互に関係していること、それらの取組を支えるパートナーシッ

プが重要であることを踏まえ、５つの着眼点を設けた「重点戦略」を定めました。その重

点戦略ごとに、今後１０年間に、市民、事業者、市民団体等及び市が協働して取り組むべ

き内容を示す「分野横断的取組」を設定しております。 

 ４つの短期目標に対しては、各目標の達成に向けて、市民、事業者及び市の役割におい

て取り組んでいくための「取組方針」と、その内容を示す「取組項目」を設けております。 

 今年度から中間見直しまでの５年間は、毎年度。評価につきましては、「短期目標」「重

点戦略」「分野横断的取組」「分野別の取組」の「取組方針」「取組項目」に対して行いま

す。 

 同じ５年間、見直しにつきましては、「分野横断的取組」と「分野別の取組」の「取組

項目」を対象に行ってまいります。見直しは、評価の結果、既に施策としての役割を終え

ているものや、短期目標の達成に向けて効果が薄いと判断されたものを対象に検討してい

くことを考えております。 

 ８頁を御覧ください。評価対象である「短期目標」から「分野別の取組項目」について、

評価の仕方を御説明いたします。 

 「短期目標」「重点戦略」「分野別の取組方針」の３つにつきましては、評価の物差しと

して、令和１５年度の目標値を示した「管理指標」が設定されております。「短期目標」

につきましては、「環境指標」、「重点戦略」と「分野別の取組方針」については、「活動指

標」と呼んでいます。これら３つの評価対象については、毎年度関係課が実績値を確認し、

事務局が「管理指標」と実績値を比較して、進捗を評価していきます。その進捗の評価を

踏まえて、関係課が進捗状況を分析いたします。 

 「分野別横断的取組」と「分野別の取組項目」につきましては、管理指標の設定はござ

いません。毎年度、関係課が取組内容を確認するとともに、取組を行ったことによる、短
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期目標等に対する貢献を評価いたします。あわせて、評価の理由を整理し、取組の見直し

方針を検討いたします。 

 ９頁から１３頁が実際に記入していく表となっております。９頁は、短期目標の進捗状

況を評価していく表で、目標値と実績を比較して、評価は太字青で囲った列に矢印の上下

水平の３種類の向きで示していきたいと考えております。 

 １０頁は重点戦略の達成状況を評価していく表で、９頁同様に矢印の向きで評価をし、

１１頁は重点戦略の５つの着眼点にぶら下がる、分野横断的取組の実施内容を該当する課

に記入してもらう表となっております。項目ごとに実施した内容と、短期目標等に対する

貢献度合いを、「○」、○というのは貢献した、「△」、△というのは評価不能、「×」、バツ

というのは貢献していないのを３種類で記入していきます。 

 １２頁は分野別の取組方針を評価していく表で、ここは１０頁の重点戦略の評価の仕方

と同様となります。 

 １３頁は、分野別の取組の各項目の実施内容を各課に記入してもらう表となっており、

記入の仕方は１１頁の分野横断的取組と同様となります。 

 １４頁を御覧ください。本計画の進行管理を行うに当たって、年間フロー図となります。

第１四半期は、まず該当する課に実績値の入力等の依頼をかけ、戻ってきたものを環境政

策課で評価をしていきます。 

 記入内容の確認や、評価は、第２四半期の初め頃までに該当課とやり取りをしながら、

終わらせます。そして、最終的に事務局案としてまとまったものを、遅くとも第３四半期

に多摩市役所庁内の会議体であります環境政策推進本部にかけ、その後、審議会でも御意

見を伺ってまいります。 

 これまで、外部評価として、市民認証として、この本審議会の中で、我々の内部で作成

した報告書、取組方針を、１つもしくは２つ抜き出した形で評価していただきましたけれ

ども、そういった個別の評価につきましては、事務局のほうで今後は行って、それを基に

本審議会では助言をいただくといった形に少し形態を変えていきたいと考えております。 

 続きまして、フロー図の下２段のところに、「分野横断的取組」と「分野別の取組」の

それぞれの市民・事業者の取組についての評価のことが書いてございます。本計画には、

前年度に開催した多摩市気候市民会議で取りまとめられた１４５の提案のうち７７件が反

映されていますが、それら７７件を中心に、それらについて提案して終わりではなく、自

分たち自身でできる取組の具体化に向けて、シナリオを考え行動を起こしていただくこと
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を今後考えております。 

 今年度以降の多摩市気候市民会議では、こうした取組を予定し、その結果を踏まえ、市

民、事業者の「分野横断的取組」と、「分野別の取組」の見直しについても検討をしてま

いります。気候市民会議の予定につきましては、この後の報告案件のところで御説明いた

します。 

 １５頁及び１６頁は、多摩市気候市民会議で取りまとめられたことについて、記載して

いただく様式となっております。７７件の提案の中から、実際の行動を起こすための行動

プログラムを作成した際は、関連する市民・事業者の「分野横断的取組」や「分野別の取

組」を必要に応じて見直しを行ってまいります。 

 最後、１７頁は、本日説明しました内容と各会議体の役割などを含め、整理をしたもの

でございます。 

 本審議会におかれましては、以上の説明のとおりに行う評価を踏まえた事務局の「分野

横断的取組」と「分野別の取組」の見直し案を中心に、御審議の上、御助言をいただきた

いと考えております。 

 説明は以上ですが、改めて、本日いただきたい御意見、もう一度説明をさせていただき

ます。最後、１７頁で示した本計画の進行管理における審議会の位置づけとして、昨年度

までのような取組方針を抽出して、取組度合いとか効果とかを一つ一つ事細かに分析する

ようなことは、今後は事務局に任せていただき、審議会の皆様につきましては、細かいと

ころではなく、もっと全体を網羅した形で今事務局で取りまとめたものを見てもらい、全

体もしくはある程度大きなくくりとして、助言やアドバイス、最近のトレンドなどを提供

してもらうことを役割としていきたいということについて考えております。 

 このことについて、本日御意見をいただきたいと思います。このような形で、今後の審

議会につきましては、めり張りをつけて会議を進めていくことを考えております。 

 説明は以上です。 

○会長  御説明、ありがとうございました。 

 ただいまの御説明、今年度、来年度について、この審議会で何をやるかということに関

しての御説明になっておりまして、補足をいたしますと、前回というか昨年度までは、実

はこの審議会の主な役割というのは、基本計画立てるとかそういったものに対して貢献を

するというのもあったんですけれども、それ以前は実際に動いている計画を実際に評価し

てみて、本当にうまくいっているのかみたいなものをこの審議会の中で実際評価するとい
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うことを行っていました。 

 それを今年度からは少しやり方というか考え方を変えまして、評価そのものに関しては、

事務局、市のほうで行って、それに関して、主にはアドバイスとかそれを見た感想とかも

含めまして、アドバイスなんかをしたりとか、そういったことを考えるようなものに少し

変更するというような御説明になっています。 

 それで、そごはないでしょうか。よろしいでしょうか。 

○環境政策課長  はい。 

○会長  なので、少しニュアンスが変わりまして、評価そのものとかの作業をやるとい

うよりかは、出てきた評価についての議論とか、何かアドバイスとかをいただくようなそ

んな場にしたいというのが、今年度になります。 

 こちらにつきまして、どうでしょうか。何かまだ具体的な作業が見えてこないので、ぴ

んとこないところもあるかもしれませんけれども、お話を伺った上で何か御質問とかあれ

ば、ぜひここでいただきたいんですが。 

 はい、どうぞ。 

○Ｍ委員  前回、基本計画をつくる段階で私がしつこくこだわったのが、子どもたちを

猛暑から守る校舎の断熱化だったんですけれども、基本的計画の中には校舎という言葉は

なしの公共施設の断熱化ということになっているんですが、その公共施設の断熱化がどれ

だけ済んでいるかというのを評価する場合、この項目の中の例えば電気の使用量をどうの

こうのするとか、いろいろな項目があるんですが、公共施設の断熱化を評価する物差しと

いうんでしょうか。それはどこにあるんでしょうか。毎年度、どれだけ公共施設の断熱化

が進んだのか、どういう手法で評価していくのか教えてください。 

○会長  いかがでしょうか。 

○環境部長  今、御覧いただいている画面の一番上にタブが２つありまして、左から

２つ目のタブレットを押してしていただくと、みどりと環境基本計画を開きますでしょう

か。それで、左下の頁というところを押していただいて、すごい先なんですけれども、

１５４分の１１８ページです。 

 Ｍ委員から校舎という言葉がないよというお話ありましたけれども、私の記憶でなんで

すが、記載に内容の審議の際、他の委員から、子どもだけではなくて老人も環境に対して

弱者であるので、そういったところも配慮が必要だよねというご意見を頂いて、校舎とい

う書き方ではないですが、一番下から３行目のところ、「これらの手法を参考としながら、
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特に高齢者や幼児・子どもが利用する公共施設においては、ハード・ソフトの両面で、で

きることから熱中症リスクの軽減に取り組みます」ということを目標に記述させていただ

いていますので、この中に校舎もそうですし、老人が使われる施設への配慮というところ

は書かせていただいています。 

○地球温暖化対策担当課長  では、すみません。１２０頁をお開きください。こちらの

ところで、断熱化の数というふうな形での指標ではありませんけれども、各指標、二酸化

炭素の排出量等の指標が出ておりまして、６番目のところで市施設における二酸化炭素排

出量の削減目標という形に出ております。 

 こちらのほうに関しましては、電気の使用量であったりとか、二酸化炭素排出している

ものをどうやって減らしていくのか、いろいろな角度から削減していかなくてはいけない

というふうなところで、一つ断熱化によって空調のエネルギーの削減等もここのところに

含まれて、指標として出てくるというふうに考えているところでございます。 

○Ｍ委員  ですから、その指標はこれなんですけれども、そのために何をすることによ

って、例えばこの７番目の電気使用量が減るのかと。その具体策がないと、自然に減るわ

けじゃないし、何もしなければ減っていかないわけだし、物すごく暑くなればどんどんエ

アコンつけるわけで、電気の使用量が増えていくわけよね。減らさなければいけないんで

すけれども、それの手段が断熱化なんですよね。その断熱化が手段になって、７番目の指

標が下がっていくのが理想的。じゃあ、下げるためには、断熱化ですよ。断熱化の具体策

は何ですかということがないと、これは拝んでも誰かに頼んでも減るわけじゃないですか

ら、そこら辺のことはもう具体的に何か出てきているんでしょうか。 

○地球温暖化対策担当課長  先ほども言いましたけれども、断熱化だけで下がるわけで

はございませんので、断熱化も含めてエネルギー使用量を削減していくというところが重

要になってくるというふうに考えているところでございます。 

 具体的な手法の１つとしましては、後ほど説明いたしますけれども、国の重点対策加速

化事業、こちらのほうが今年採択されました。それに伴いまして、公共施設のほうの空調

等の改修工事の費用に関して、国のほうの交付金が当たるというふうな形で、今後５年間、

そういう費用を充てながら、具体的に進めていくというふうな計画を今、立てているとこ

ろでございます。 

 そこのところに関しましては、計画の中で細かく書くような感じではないので、こうい

う目標に対して、一つ一つ着実に進めていくという形で、今、計画を立て、進めていると
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いう最中でございます。 

○Ｍ委員  ありがとうございました。 

○会長  私、混乱したようなんですけれども、今の暑さ対策とか熱中症対策に関して、

具体的にそれの成果なんかを評価するための指標というのは、今から、これから作成され

るようなイメージなんですか。それとも、この基本計画の中に掲載されているんでしたっ

け。 

 多分、考えている政策とか施策が、どのように評価するのかというものの例として、今、

Ｍ委員は挙げていただいたと思うんですけれども。 

○Ｍ委員  関連することなんですけれども、私も基本計画をつくるときの審議会で、校

舎の断熱化等のことを主張するんですが、実際に校舎というのは今どのくらい暑いのか。

あるいはシェードというのを張ることによって、どれぐらい効果があるのかというデータ

が全く多摩市の場合ないものですから、市民の有志と、あと学校の関係者、あるいは関心

のある教員の方と協力しまして、古い校舎、例えば１階と３階でもエアコンを使っていて

も教室内の温度が１０度ぐらい違う。特に３階が高いんですけれども、３階の天井が特に

高くて３６度あるんですよね。１階の天井は２６度。エアコン使っている段階で。それは

もちろん天井からの熱が来るということで、それはなかなか断熱難しいんですけれども。 

 それともう一つ、シェード。これ１階ですとシェードをつけられますので、シェードを

設置したときの温度が、じゃあシェードを設置していない教室とどれぐらい違うのか。そ

うしますと大体、これをサーモグラフィーで計測しますと、窓のところを計りますと大体

７度ぐらい違います。 

 それでちょっとびっくりしたのは、子どもたちが、これ、真夏日です。真夏日にカーテ

ン開けて授業をしているんです。外にはシェードがあると。このときもシェードがない教

室とこの教室を比べると大体６度か７度ぐらい温度が違っています。ですので、これをや

ることによって、例えばエアコンをもうぎりぎりに寒くしなくても、ある程度のところで

も、快適な環境を維持することができるとか、そういうデータが分かってきまして、この

シェード、１教室分２枚設置するのに、大体シェード代だけで７,０００円ぐらい。おも

し、アンカーが１個６００円ぐらいですので、１万円あるとできてしまうみたいな感じで

したので、これから来年の夏に向けては、５００円ワンコイン掛ける２０人で１教室の断

熱やりませんかということを呼びかけて、市のほうでは計画は具体的にまだなってないよ

うですので、できるところからやっていかないと、また来年、猛暑になりまして、特に
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１階の教室というのは１年生、２年生が多くて非常にかわいそうなんで、それを今やって

いこうというふうなことで話を進めております。 

 それと、ある学校の校長は、今、窓断熱フィルムというのがいろいろな種類がありまし

て、それを実際に自分の家でも貼ってみたと。そうしたらなかなか効果があるんで、来年

は使ってみようかという声もあります。私も調べましたら、本当に空気の層を作るような

窓断熱フィルムもあったり、あるいは全くマジックミラー的に光をはね返すようなものが

あったりいろいろありますので、来年はそれも使って、シェードは１階の教室では効果あ

るんですけれども、２階、３階ではシェードは張れませんので、そのことも考えていろい

ろ工夫しながら、市民、あるいは関心のある教員、管理職の皆さんと進めていきますので

というふうに場をつないでいます。 

○会長  ありがとうございます。 

 事務局のほうはどうでしょうか。先ほどのに関しまして。 

○環境政策課長  今適用についての議論につきましては、昨年も皆さんいらっしゃった

方も多いかと思うんですけれども、なかなか指標立てが、こちらの事務局のほうでも提案

を幾つかさせていただいた中で、なじむ、なじまないが難しいねというようなお話があっ

たかと思います。 

 結果的には、それに直接マッチした指標は起こしていませんけれども、それらの取組を

全て網羅するような形でいくと、先ほどｃ課長のほうから説明したように、エネルギーの

削減、ＣＯ₂の削減というところにつながっていくかと思いますから、指標的にはそこに

最終的には集まってくるということで考えております。 

 こちら、皆さんが見られています１１８頁の中にも、Ｆ２として、暑さ対策、熱中症対

策の推進ということで、市の取組としてございます。今いろいろ取組、新しい技術開発が

されている中では、今、Ｍ委員のおっしゃられたこともあるだろうし、あと、遮熱性の塗

装とかという記述もあります。今現在、なかなかこれといったものがない中では、例えば

今、御提案いただいたことだとか、ほかにも皆さんそれぞれの専門的な立場で情報をお持

ちであれば、今後の審議会の、毎年の私たちのほう事務局で取りまとめます評価をもって、

それについて、ここが足りないんじゃないか、こういう新しいトレンドがあるよみたいな

ところを、ぜひとも御提案を今後していただければと考えております。そのような形で審

議会のほうは今後進めていければと考えております。 

○会長  ありがとうございます。指標そのものは、直接今はまだ該当するようなものは
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ないんだけれども、全体としては、そういう大きなＣＯ₂とか電力とか削減とかそういう

ような指標を基に判定していくということなんでしょう。これ、なぜかというと、どうい

うふうに短期目標、重点政策戦略とかその辺りの評価を行うのかというところと少し関係

するので、丁寧に説明があったほうがよいかなというふうに思うんですが、いかがでしょ

うか。 

 やっていること、例えばＭ委員の話としましては、関係するとして、多分市が把握して

いること以外でも結構いろいろやろうとしていることがあって、そういうものは指標の中、

評価の中に反映できるかもしれないと捉えることもできるわけです。例えば。そういうよ

うな何か評価というものを、いろいろな形で、いろいろな情報を集めながら進めていくと

いうようなことは、考えていらっしゃるのかとか、現状は、今のＦ２の暑さ対策、熱中症

対策の推進に関しては、例えば市の中でこういうもので考えられるけれども、ほかの情報

なんかを集めて、もうちょっと総合的にやってみることなんかもできるかもしれないが、

そういうことについてはどういうふうにお考えかというところは、ちょっと聞いてみたい

ところでございます。ちょっとうまく説明できていないですが。 

 現状では、暑さ対策の話で少し例にしますと、これそのものを評価する、進捗状況を評

価するということは、今、具体的な管理指標とかはないということですよね。 

○環境政策課長  そうですね。具体的な評価方法は、幾つかこれまでも、昨年も含めて

検討はされて、この中でも提示をさせていただいたところなんですけれども、直結したも

のがなかなか見つからないというのが現状だったかと記憶しています。 

 ちょっと答えにはなってないかもしれませんけれども、暑さ対策につきましては、本当

にこれからの気候変動を考えたときは大きな課題になってきますから、そういった考え方

とかについても、なかなかまだ今日の時点で、今、まとめて手に持っているものがないの

で何ともお答えができないんですが、それについて、こういう考え方で進めていったらい

いのかとか、こういう取組があるよとか、先ほどと同じような回答になってしまいますが、

御助言をいただいて、取り入れられるものは市として取り入れていくなんてことを、今後

は考えていきたいというふうに考えます。 

○会長  分かりました。 

○Ｍ委員  具体的な指標ですけれども、例えば校舎の場合だったら、さっき私たちが今

年の夏やったみたいに、１階の教室にはシェードを。小学校で１６校ありますから、その

うち１階の１年生、大体４クラスあるんですけれども、そこにシェードを張りましたとい
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うだけでも、１つは指標になるわけですから、そういうふうなことも含めてお考えいただ

けたらありがたいなと。 

 それと、電気使用量がどれぐらい減りましたよ、増えましたよという話だけじゃなくて、

そういう目に見える形でのもの、あるいは、そのとき室温を計れば、ないときの今の今年

の温度と比べれば効果があったということになるわけですから、そういうことも指標の

１つになるのではないかなというふうな感じが、今、議論して感じました。 

○環境部長  よろしいでしょうか。御提案いただきまして、ありがとうございます。 

 私どものほうでつくったこのみどりと環境基本計画というのは、学校だけでなく、全市、

市の全ての施設のものになります。それを分かった上での御提案ということだと思います

けれども。 

○Ｍ委員  そうです。 

○環境部長  学校の改修をどうやっていくかというところに、Ｍ委員の御提案を反映す

るというのもありなのかなというふうに思いました。なので、教育委員会のほうと調整さ

せていただければというふうに思います。 

○Ｍ委員  ありがとうございます。 

○会長  ありがとうございます。今のＭ委員の御発言は、私は結構大事だなと思ってお

りまして、評価は難しいんですよね。基本的には、前回の基本計画の策定の段階で指標の

話も結構議論をしたと思うんですが、基本的にはまだまだ不完全で、本当にちゃんと健康

診断できているんですかというと、甚だ頼りない指標しか実際我々は持っていないわけな

んですね。 

 そういうときに、いろいろな視点で、例えば学校だったらこうですよとかというものを

集めて、それを指標化する必要はないと思うので、何かこう事務局のほうで把握する仕組

みですとか、そんなものを集めていくと、よいプラクティス事例とか、そういったものと

して、知識として蓄積できるような気もいたしますので、評価は評価として行いつつも、

うまく本当にちゃんと評価できるのかとか、いろいろな情報を集めるための仕組みなんか

も少し御検討いただくのも悪くないかなというふうには思った次第であります。 

 ですので、評価そのものがいいとか悪いとかという話というよりかは、いろいろな評価

のやり方があり得ると思いますので、そういったものを市としては把握するための御準備

というのをいただきたいなというふうに、今思いました。 

○環境政策課長  ありがとうございます。 
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○会長  ありがとうございます。 

 ほか、どうでしょうか。 

○Ｇ委員  すみ分けのところで分からないところがありまして御質問させていただきた

いんですけれども、今の話を伺っていると、少し見えてきたところであるんですが、市の

ほうで評価を行うというところと、それと審議会のほうでは、その評価に対してさらなる

提案とかを行うというところまでは理解したんですけれども、市のほうで評価したときに、

評価した上でのなぜそういう結果になったかというところをある程度分析されるのではな

いかと思いまして、ここの進捗状況の分析という項目がございますので、そちらの辺りが

そういうところになるのかなというふうに思うんですが、ということは、ある程度市のほ

うでも、こういうことをすればいいとかそういうところが検討もなされるんじゃないかな

というふうに思いまして、ある程度そういう情報があった上での審議会で、さらにそこに

記載されてない新たな提案みたいなところを求められるのが、今期の審議会というふうな

理解でいいのでしょうか。 

○環境政策課長  委員のおっしゃるとおりです。私たちのほうでも、評価分析はしてま

いります。それで、課題を上げて、例えば、一番大事なところというのは管理指標の中で

も、健康診断的な位置づけを持つ環境指標のところだと思うんですけれども、そういった

ところが滞っているもの、目標の数値になかなか達してないものがあれば、そういった部

分を分析して、これについては取組が正しかったのか、間違った方向にいってしまってい

るのか。もしくは、取組の量が少ないのかとかそういった分析をした上で、この審議会に

は提示させていただいて、その評価に基づいて、その評価も含めて、正しい、違う、これ

についてはなかなか考えが抜けないので、皆さんがお持ちの新しいトレンドをぜひ御提供

いただいて、そこに注入していただくとか、そういった役割で審議会のほう進めていけれ

ばなというふうに考えております。 

○会長  よろしいですか。 

○Ｇ委員  ちなみに、こちらのほうでそういう提案がなされると、またそれを基にした

御検討をされて、どういうタイミングか分かりませんけれども、またそれが新しく追加さ

れたりする場合、変更される場合があるというような感じでしょうか。 

○環境政策課長  正直、どういった御助言、アドバイスをいただけるかというところも

あろうかと思いますけれども、なかなか実際に市の技量で取組ができるかできないかとい

うところもございますので、そこは御相談をさせていただきながら、取り組めるものはこ
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ちらのほうでも採用して、関係課と一緒に前に進んでいきたいと思うんですが、なかなか

難しいものについては、それはまた別途こういうことで市はなかなかできないというよう

なところを報告させていただいたりということは考えております。 

○会長  よろしいですか。ありがとうございます。主には分析等も含めて多分出てきた

評価なんかをこの審議会の中で御提示いただきまして、それについてのアドバイスという

ことになるというのが今のお話かと思います。 

 結構大事でして、物事って見方が人によって違ったりとかしますよね。昔、Ｂ委員から

御発言あったのが、多摩市は緑率が５０とか６０でしたっけ。というときに、足りないと

いう人と多いという人、全然違うんですよね。立場とか。そういうような皆さんの御意見

を、評価についていただいて、それをフィードバックしてやると。場合によっては改善の

提案なんかも市のほうに提示できれば、すごくよいなと思うんですけれども、現実と理想

の部分のバランスがありますので、そこはうまく取り入れていただきながら対応していた

だきたいなというふうに思っています。 

 ですので、議論の中ではいろいろ広げていただいて構わないと思いますけれども、その

中で現実的に可能なものというの幾つか限られたりしますので、それはまた市の中で取捨

選択とかいただいて、全てが押しつけるとかそういうふうなことにはならないようには、

ここの中の議論ではしていきたいなというふうに思っていますので、よろしくお願いしま

す。ありがとうございます。 

 ほか、どうでしょう。いかがでしょうか。 

○職務代理  よろしいですか。 

○会長  どうぞ。 

○職務代理  資料で言うと８頁、毎年度評価していくもののところです。活動資料のほ

うは、先ほど言ったように、例えば市の施設のＣＯ₂排出量だとか、電気の使用量という

形でいくと思うんですが、その結果を分析、理解していくときに、その下の分野別の取組

項目というところ、各関係課が出してくるもの。そこの辺りを見ていくことが結構重要に

なってくると思っていまして、この辺はどのぐらいの詳しさで出てくるのかなというとこ

ろが、まだ見えないと思うんですけれども、例えば市の施設で電気使用量増えましたって

なったときに、それは使用時間が増えたのか、夏暑くてエアコンが増えたのかとか、その

辺でまた評価が変わってくると思うんですが。あと、電気使用量はまだいいんですけれど

も、ＣＯ₂はもっと複雑なことがいろいろ絡んでくるので、そのときにどれぐらいの取組
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項目というのが定性的に出てくるのかなというところで、何かお考えがあれば教えていた

だきたいなと思います。これ、出てこないですか。 

○会長  これは、あれですか。資料から見て、原因とかそういったものを理解するため

に必要な、もうちょっと詳しいデータみたいなものも出していただけるとか、そういう意

味合いの。 

○職務代理  そうですね。この部署ではこういう取組をしましたとか、電気は使ってい

るんだけれども、例えばそれをＣＯ₂ゼロの電気に契約し変えているのでＣＯ₂は出ていま

せんだとか、そういう少し内訳とか取組なのか分かるものが出てきて、それを見て評価と

いうか、こちらで助言していくという流れなのかなと思っているんですが、合っています

でしょうか。 

○環境政策課長  そうですね。このフォーマットで出てくるものというのは限られてく

ると思います。今おっしゃられた、例えばＣＯ₂の増減だとか、電気使用量の増減という

ものにつきましては、それぞれ個別の事情があったりするのは当然のことなので、例えば、

そこを例に取れば、ただ単に上がった下がっただけの評価じゃなくて、それの分析、きち

んとそこは見極めた上で取りまとめをしていきたいと思います。 

 そうでなければ、恐らくここでも、この本審議会の場でも、単純に上がった、下がった

というだけでは全く御意見出しようがないと思いますから、これは上がったのはやむを得

ない事情で上がっただとか、これが減ったのはみんなの努力で下がったのか、それとも、

改修があって管が止まっていたから下がったのかとか、その辺の分析はきちんとします。

これはエネルギーのところだけじゃなくて、例えば、今、例がなかなか思い浮かびません

けれども、緑のところだったり、あと、資源循環のところだったり、そういったところも、

そこはアンテナを張りながら評価をしていきたいと思っています。 

○職務代理  ありがとうございます。無理のない範囲でとは思いますけれども、例えば、

設備の改修大きいのが入ってＣＯ₂増えちゃっただとか、そういうところが各課上がって

くればある程度分かるのかなと思いますので、お願いいたします。 

○会長  ありがとうございます。議論する上では、できるだけその情報があったほうが

いいというのは間違いはないんですけれども、当然その労働というか労力がかかるわけで

す。多分すごい細かいレベルでいろいろな情報を集めて報告書とかに落とすというのは、

あまり現実的ではないかなと個人的には思っています。 

 その作業だけでも膨大なものが発生しますし、実際に我々みたいな研究者とかだったら
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そういうので分析して何ぼという世界だとは思うんですが、そうではないので、ある程度

は把握していただいているというのは分かりますので、こういう審議会の場で、例えば何

で上がったんですかというのを聞かれたときには、担当の方から少し説明いただけるよう

なぐらいで十分かなというふうに思いますので、それなりに今までもちゃんと聞いたら答

えていただけていますので、そのレベルでもちろん構わないと思いますので、こういった

指標を出して何か評価をされたというようなものが出てきたときには、その準備だけいた

だければ十分かなと思いますので、プラスで資料とかデータを付け足してくださいという

意味ではないということは、御理解いただければと思います。 

○環境政策課長  ありがとうございます。 

○環境部長  少し補足させていただいてよろしいですか。私どものほうでもどこまで資

料をそろえてお出しするかというところがまだ検討できていなかったんで、十分なお答え

できなくて申し訳ないんですけれども、今御覧いただいている資料の、例えば１０頁とか、

１１頁、１２頁とかで、市のほうが評価したものを皆様に御覧いただくわけなんですが、

この項目が１２０ぐらいあるんです。なので、１２０についてそれぞれの根拠資料なんか

出していると、御議論いただくのが大変になってしまうと思いますので、特に御覧いただ

きたいところというのは、これまで停滞したものがすごくよくなったですとか、もしくは

逆に全然成果が上がらなかったというふうなところを中心に御議論いただくのかなと思っ

ています。そういったところにつきましては、先ほどＨ会長から言っていただいたとおり、

ある程度資料を出しつつ、細かな資料については、私どものほうでお答えできるように準

備をさせていただければというふうに思います。 

○会長  ありがとうございます。１２０という数字を聞いて、ちょっとうっと思ってし

まいましたけれども、それぐらい多岐にわたる計画をこれまでつくってきたということも

ありますので、多分評価する側もすごく大変だと思いますので、現実的にこういう評価で

いろいろな職員の皆様が疲弊してしまうというのは本意ではないというか、本末転倒にな

ってしまいますので、大事なところはちゃんと押さえつつ、うまくいっているところはあ

る程度手を抜くというか、気を抜いてできるぐらいのような形で進めていただければとい

うふうに思いますので、よろしくお願いします。ありがとうございます。 

 ほかどうでしょう。いかがでしょうか。 

○Ｌ委員  １つよろしいですか。 

○会長  じゃあ、先に。 
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○Ｌ委員  具体的に実行成果を上げていかないといけない段階ですよということで始ま

っていると思うんです。ただし、暮らしやすさとか産業の活力とか、そういったものを犠

牲にしちゃそれは駄目だよねという議論もあったと思うんです。 

 したがって、先ほどのＭさんの御提案なんかで言えば、エアコンをつければ、それはマ

イナスインパクトに違いないんだけれども、ほかのいろいろなこういう工夫をすることで、

キープしましたと。本当だったら増えている分が、こういう対策をすることで減りました

というのは物すごく大きな成果だと思うんです。 

 そういうことの積み重ねをしていかないと、この全体の数字がどうでした、こうでした

だと分析で終わってしまうので、先ほどのような実例を、私の意見は学校だけじゃなくて

もっと幅広くということではあるんですけれども、それはやっていくべきで、そういう本

当に目に見えるというか、事例をたくさん共有できていくと、またそこから広がりができ

て、より実効性が上がるんじゃないかなと思います。 

 全体１００のものをいかに分析するかということも１つあるんですけれども、そのこと

よりもその中で、何かこの重要性、あるいは、できること、できないことありますから、

できることでこういうことができたというようなことをたくさん共有できると、我々も何

かそういうものって比較的意見が言いやすかったりするので、より活性化するのではない

かなと思います。 

○会長  ありがとうございます。 

 事務局からは、いかがでしょうか。 

○環境政策課長  今おっしゃられたことを受け止めまして、めり張りのある議論になる

ように、あとは分かりやすくみんなが共有できるような内容で進めていきたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

○会長  評価に関しては個別も大事なんですけれども、総合的に見て、よいか、悪いか

というふうなことが最後に伝えられればいいかなと思いますので。１つの指標は１つの指

標ですので、総合的に見てこっちは低いけれども、全体的によかったよねとか、そういう

ような形でこちらの審議会の中でも議論ができればなというふうに思いますので、よろし

くお願いします。 

 あと、すみません。Ｐ委員のほうから。 

○Ｐ委員  すみません。私のリテラシー不足であれば笑っていただければと思うんです

けれども、今回の計画の期間が今年度から１５年度までの１０年間というふうになってい
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るんですが、当然今年の２月に答申をしていただいた基本計画、これがＰＤＣＡで言うと

Ｐだと思うんですが、今年度はＤはないということなんでしょうか。それとも、Ｄｏはあ

ったのかといったところなんですけれども。 

 それがあると、今回、今、見ていただいている資料の１４頁で言うと、第３四半期に実

はこのみどりと環境審議会でその評価について議論するということになっているんで、

６年度は、これはないということなんですか。 

○会長  これはどうでしょうか。 

○環境政策課長  Ｄｏについては、行動実践については、今まさにやっている最中とい

うことで、基本的にはこの新計画の進捗の評価という、皆さんのほうにお願いするという

のは来年度からという形になろうかと思います。 

 今年度につきましては、旧の計画、第２次多摩市みどりと環境基本計画は、昨年度まで

行ってきたわけなんですけれども、新計画になったから、ちょうどこのはざまで何もしな

いというのは停滞していくことになってしまいますから、旧の計画、旧の目標という形で

すが、新の計画のところの目標の部分も少し視点を置きながら、去年の旧計画によって行

ってきた取組についても、最後皆さんのほうに報告書として提示をさせていただいて、全

体を網羅した形で深い議論まではいかないかと思いますが、見ていただいて御意見等はい

ただきたいと考えております。 

○会長  ありがとうございます。要するに、次回、何をやるかというところだと思うん

ですけれども、次回は昨年度までの評価についてのこういった議論をするということなん

でしょうか。 

○環境政策課長  次回は、旧計画の評価という形になります。 

○会長  今年度の途中までの評価というよりかは、もう昨年度までかなりがオーバーラ

ップしているとは思うんですけれども、そういったものを取り上げて、今回この審議会の

中で決めたやり方で議論をするということで、よろしいですかね。 

○環境政策課長  はい。 

○会長  ということで、ありがとうございます。 

 ほか、どうでしょう。いかがでしょうか。 

 どうぞ。 

○Ｇ委員  資料の１２頁のところに例として挙がっているところがあるんですけれども、

具体的にもうこれは実際に今後、活動指標として採用する予定なのかなと思ったんですが、
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結構似たようなといいますか、分けているところが、こういう項目立てでいいのかなとい

いますか、さっきも１００以上の項目があるというのを伺ったので、少しまとめられると

ころをまとめてもいいのかなってちょっと思ってしまいました。結構世帯当たりの二酸化

炭素の排出量とそのエネルギー消費量というのと、どうやって分けていくのかなとかとい

うのが分からなかったりするし、あとは何か、例えば電気使用量というのが施設の場合、

その中に再生のエネルギーによる発電とかもあったりするかもしれないので、これだけを

見て評価するのどうかなとか、いろいろと疑問だったりするもので、ちょっと気になった

ところです。 

○会長  こちら、結構似ているけれども、まとめられるのではないのかという話ですと

か、あとはこれを見て、これの指標で本当に大丈夫なのかみたいな指標そのものに関する

こともあるかと思うんですが、後者については、先ほども議論したとおり、完全な指標と

いうのはなかなかつくりにくいので、こういった実際のデータとかも踏まえつつ、違う指

標がいいんじゃないのかというものを例えば提案するとか、そういったものをこの審議会

の中でやっていただければよろしいかなというふうに思います。 

 一方で、まとめられないかということに関しては、事務局のほうとしてどうお考えです

かね。 

○地球温暖化対策担当課長  今回、具体のところで例として出したところが、エネルギ

ーだったので、一応これの指標のところの考え方を説明させていただきます。 

 下のところ、行政のほうの電気使用量とＣＯ₂量。電気使用量がＣＯ₂排出の大きな部分

に入っているという形で、省エネと脱炭素というところの指標として、これ２つを出して

いるという形です。先ほどお話あったとおり、電気に関しては、再エネ電気等を利用する

ことでＣＯ₂の量を減らすというところはできるんですけれども、省エネというのも、や

はりエネルギーを有効に使っていくという形で考えると重要な指標という形になるので、

一応指標としては２つ出させていただいたというような形で、今回出させていただきまし

た。 

 おっしゃっている意見いただいたとおり、その中でもまとめられるところというのは、

１２０の項目の中にはある可能性もありますので、そこら辺はまとめられて、より分かり

やすい形になるようなものに関しては、私どものほうも一緒に考えていきたいとは思って

おりますが、まずこちらのところの、一応考えてこの指標に関しては示させていただいた

というところだけ。 
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○会長  ありがとうございます。ただ、基本的に載っているんですよね。 

○環境部長  これには、現計画書に記載している指標です。 

○会長  やっぱり意味があって、原因と結果なんかを論じるときには、この２つはあっ

たほうがいいなというのがあるので、多分、指標そのものは、これはそれなりに妥当なも

のだとは思うんですけれども、労力とかいろいろなものを考えて、すごく相関があって、

片方見ればもう片方もほぼ分かるような話だったら少しは減らせるんじゃないのかという

アドバイスだと思ってお聞きいただければと思います。 

 何かございますか。 

○環境政策課長  今、部長からも話ありましたとおり、計画の中で、昨年の議論の中で

決めたものですので、まずはこれで進めさせていただきたいです。そうした中で進んでい

く中で、まとめることはなかなか指標ですから、計画の中を大きく変えてしまうのはなか

なか難しいとは思うのですけれども、評価のところではこれを併せて審議会のほうに、次

回については提案してくださいとかということがあれば、その辺りの見せ方については柔

軟に対応していきたいと思います。 

○会長  分かりました。ありがとうございます。 

 それでは、大体時間も近づいていますけれども、いかがでしょうか。よろしいでしょう

か。 

 それでは、今までいただいた御意見なんかも踏まえて、次回の実際の議論の内容、審議

の内容につきまして、決めていきたいというふうに思います。そうですね。こちら、事務

局案、このように御説明いただきましたけれども、基本的には評価はやらずに、私たちは

それのいただいた評価結果を基にいろいろな議論なんかを行って、場合によってアドバイ

スとかを行うと。そういうような役割であるということについて了承いただきたいと思う

んですけれども、よろしいでしょうか。 

 じゃ、そのように進めさせていただきまして、今いただいた意見は、それをまたよく議

論ができるために、少しブラッシュアップしていただくということで、引き続き事務局の

ほうにはお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○環境政策課長  ありがとうございます。 

○会長  それでは、１回この議論をここで終わりにしまして、Ｆ委員が御到着されまし

たので、１回進行を事務局のほうに戻したいと思います。 

○環境政策課長  今ここで、Ｆ委員がお越しになりました。お忙しい中、御参加いただ



-29- 

 

きありがとうございます。今回は新たなメンバーとなって初めての会議となりますので、

到着してすぐの対応で大変申し訳ないんですけれども、一言自己紹介のほうをお願いでき

ればと思います。よろしくお願いします。 

○Ｆ委員  申し訳ありません、遅くなって。もっと早く来られると思っていて、申し訳

ありませんでした。 

 今、名前を言っていただきましたＦと申します。よろしくお願いいたします。八王子市

と町田市、多摩市で構成する一部事務組合で、多摩ニュータウン環境組合、多摩清掃工場

があります、そこに併設されております、エコにこセンターと愛称言っておりますが、リ

サイクルセンター。啓発施設なんですけれども、そのセンター長をしております。今、南

大沢学園で授業をやっていまして、それで走ってきたといっても、走ってきたわけじゃな

くて車で走ってきたんですが、もっと早く来られると思ったんですが、遅くなりまして申

し訳ありませんでした。 

 専門分野は廃棄物で、主に家庭系廃棄物に関しての調査研究などを何年も行っていると

いうことでございます。どうぞよろしくお願いいたします。申し訳ございませんでした。 

○環境政策課長  ありがとうございました。また、Ｆ委員の机上には委嘱状を置かせて

いただいております。お名前の確認をお願いしまして、もし修正点等があった場合は、後

ほど事務局のほうにお知らせください。 

 では、ここから、またＨ会長のほうにお返しいたします。 

○会長  ありがとうございます。 

 それでは、議題のほうは先ほどのもので終了いたしまして、ここからは報告の案件に移

りたいと思います。 

 報告ですけれども、１つ目、令和６年度気候市民会議について。こちらも事務局から御

説明をお願いいたします。 

○環境政策課長  それでは、資料５、頁で申しますと１８頁、令和６年度気候市民会議

をお開きください。 

 令和６年度多摩市気候市民会議の予定について、御説明をいたします。まず初めに、こ

れまで多摩市気候市民会議につきましては、令和５年度から実施しております。気候危機

を一人一人が当事者として捉え、「何をすべきか」「何ができるのか」「地域としてできる

こと」、そのために「行政や民間事業者はどのような支援をすべきか」などについて話し

合う場として、昨年度、計５回開催いたしました。 
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 参加者等の情報は、四角い枠の中にあるとおりで、３０年後、２０５０年頃に目指した

い多摩市の環境と社会のイメージについて議論し、脱炭素社会実現に向けて実施すべき

１４５件の提案を市に提出していただきました。この提案書に記載の市民提案のうち、

７７件については、第３次多摩市みどりと環境基本計画に反映をしております。 

 続いて、令和６年度の予定について御説明いたします。今年度は、２種類の気候市民会

議を開催する予定です。１つ目は、近隣自治体との合同気候市民会議、気候ＹＯＵＴＨ会

議の開催です。合同気候市民会議は、学生から大人まで幅広い世代が参加し、気候ＹＯＵ

ＴＨ会議は学生が参加の対象となります。気候変動対策を広域的に広める試みとして、こ

のたび日野市等の近隣自治体と一緒に議論をしていきたいと考えております。 

 ２つ目は、多摩市単独での気候市民会議の開催です。市民・事業者に行動変容を呼びか

ける内容を、検討・実施してまいります。第３次多摩市みどりと環境基本計画に反映した

７７件の中から選んで検討・実施してまいりたいと考えております。 

 これらの日程や参加者等については、資料の３番、日程に記載しております。日野市と

合同で開催する合同気候市民会議と、多摩市単独で２回開催する多摩市気候市民会議の計

３回につきましては、参加者は前年度の多摩市気候市民会議の参加者、そして、多摩市環

境会議のメンバー、市内の市民団体です。多摩市内の中学校、高等学校の生徒の皆さん、

そして無作為抽出した市民委員を加えて想定をしております。合同気候市民会議で、多摩

市及び日野市双方の前年度の気候市民会議の結果を共有しながら、参加される方に、他市

の取組も含めて、気候変動対策を考えていただくことを想定しています。その後に開催す

る２回の多摩市気候市民会議では、多摩市の参加者のみで市民・事業者に行動変容を呼び

かける内容を検討する流れとなっております。 

 ３月に２回開催予定の気候ＹＯＵＴＨ会議につきましては、日野市等の近隣自治体と参

加者を学生等の若い世代に限定しながら、気候変動対策のために自分たちができる取組を

主体的に考え、検討していただく内容となっております。 

 報告は以上です。 

○会長  ありがとうございました。 

 今の御報告に関しまして、何か確認ですとか御質問ございますでしょうか。 

○職務代理  よろしいですか。 

○会長  どうぞ。 

○職務代理  ２点ありまして、まずはその気候市民会議の位置づけとして、先ほどの評
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価とか見直しのところですと、気候市民会議はその行動プログラムを作成して、市民自ら

アクションを起こすというところがあったんですが、今回そのポスターを作るというのが

アウトプットになっていて、若干弱いかなというのは感想として持っているところで、何

かしら自分でアクションをする。人に呼びかけるというよりは自分たちで何かしてみると

いうところに結びつけられるといいんじゃないかなというふうに思っている次第です。 

 例えば、気候ユース会議なんかだと、先ほどＭ委員がおっしゃっていたように、学校で

もできること、たくさんあるよねと。そういうのを先生と学校と話し合ってみようみたい

な、最後、アクションにつながるアウトプットだといいんじゃないかなと思っていたり、

市民のほうでも、例えばこの後御説明ある重点対策加速化事業なんかも、「家で断熱して

みよう」というのもなかなか行政が呼びかけても、一般の方返事がなかったりする。そう

いうところを市民のこういうネットワークでいけるんじゃないかとか、そういうアクショ

ンにつながるようなところがあっていいんじゃないかなと思っています。 

 もちろんポスターを作るというのも１つあっていいんですけれども、自分で動いて、市

内の何か変えてみる。そういうところにも何か後押しできるような仕掛けがあるといいか

なというふうに思いました。 

 ２つ、以上です。 

○会長  ありがとうございます。 

 どうぞ。 

○環境政策課長  御提案、ありがとうございます。今、Ｊ委員のおっしゃられた御提案

につきましては、２年目以降、令和７年度以降は、具体的に会議室を飛び出して、何かア

クションをしていこうというところを考えているところです。 

 まず、今年については、１年目ということがございますので、時期も時期というところ

もありまして、まずはできるところからというところで、市民に周知して行動変容を起こ

していくためには、どういうことが考えられるだろうというそのきっかけづくりとして、

まずポスターを作っていこうというところで行いますけれども、それだけでは取組が弱い

という御意見はもっともだと思っています。 

 ２年目以降は、それをステップアップにして、もしかしたらそのポスター作りから、こ

れを実現させていくために、７年度は行動していこうというようなお話が、ストーリーが

続くかもしれませんので、そういうことでいただいた御提案を来年度以降進めていきたい

と考えております。 
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○職務代理  アクションというのは、気候市民会議の中で外に出ていこうということよ

りは、参加した個々人が、自分でもこれをやってみようとか、参加した人同士、何かやっ

てみようと思えるような働きかけをしていけばということなので、このプログラムとして

はこのプログラムでいいと思うんですけれども、全体を通して、参加していれば自分で行

動したくなるとか、一緒に何かしたくなる。そういう流れをつくっていけばいいのかなと

いうふうに思っています。 

○環境政策課長  補足ですけれども、３月に行うＹＯＵＴＨ会議につきましては、その

前哨戦ということで、まず話合いを行って、７年度につなげていこうというところで考え

ています。今、そのアクションにつきましても、いただいた御意見を参考にして進め方を

検討していきたいと思います。 

○会長  ありがとうございます。もう大体、ある程度固まってしまっているので、これ

からいろいろ変えるのは難しいというのが実際のところなんでしょうかね。なので、また

今後続く話だと思いますので、多分皆さんいろいろアドバイスしたいこととかお持ちかと

思いますので、何かあればまた引き続きアドバイス等いただければと思います。 

 ほかどうでしょう。いかがでしょうか。よろしいですか。よろしいでしょうか。 

 それでは、こちら、このような会議が開かれますということで、皆さん御承知おきいた

だければというふうに思います。 

 それでは、次の報告案件にまいります。２番目、令和６年度環境省重点対策加速化事業

採択結果について。 

 こちらも事務局からお願いします。 

○地球温暖化対策担当課長  では、すみません。２３分の１９頁、資料６をお開きくだ

さい。 

 本件に関しましては、昨年度の審議会のほうでも御報告を随時しておりましたが、令和

６年度環境省の重点対策加速化事業、こちらのほうに多摩市が採択されたというところの

御報告でございます。 

 重点対策加速化事業の概要というふうなところでございます。国の脱炭素ロードマップ

や地球温暖化対策の計画。これに基づきまして、地域脱炭素移行・再エネ推進交付金の事

業というものがございます。そこの中に大きく２つの事業がありまして、１つは脱炭素先

行地域、２点目が重点対策加速化事業、この２つがこの事業に当たっているというところ

でございます。こちらのほう、取り組む熱意のある自治体に手を挙げさせて、国が選定す



-33- 

 

るというふうな事業でございます。 

 これまでの経緯でございますが、３回、４回と脱炭素先行地域のほうに多摩市は挑戦し

ましたが、なかなか条件厳しく不採択という状況になりました。こちらのところ、なかな

か厳しいところもございましたので、重点対策加速化事業のほうに切り替えさせていただ

いて、６月２７日に環境省から採択をいただいたという状況でございます。全国では、都

道府県含めて１４６の自治体が採択されていて、都内では初めてだという形でございます。 

 裏面の頁、次の頁にお進みください。一応多摩市のほうの重点対策加速化事業に関しま

しては、市内の事業者も一緒になって、市内の脱炭素を進めることでニュータウンの再生、

まちの再生なんかも図りながらやっていきたいというところ。先ほどから話があったとお

り、既存の住宅の断熱化であったりとか、再エネ、省エネを進める。こちらのほうをぜひ

ともやっていきたいという形で、こちらを市内の事業者等も一緒にやることで、にぎわい

や商業の拡大という形で、高齢化や経年化、商業の機能低下を克服するという内容で一応

計画を立てて、採択されたという内容でございます。 

 計画の概要に関しましては、こちら重点対策加速化事業、交付金という形で、補助金の

形を取っておりますので、どういう補助金がつくのかというふうなところが、計画の概要

という形になっております。個人・事業者向けの太陽光発電設備に対しての補助金。個人

向けの断熱改修の補助金。事業者向けの高効率空調とか高効率照明の補助金。公共施設へ

の太陽光の補助金。公共施設の高効率空調等の補助金。あと、本庁舎のＺＥＢ化への補助

金というのも実は対象として見ていたところでございます。申請書はそこ書いてあるんで

すが、本庁舎のＺＥＢ化に関しましては、時期が大分ずれそうだという形で、今後見直し

が図られる可能性があるかなというところでございます。 

 交付期間に関しましては、申請年度プラス５年間という形になりますので、令和６年か

ら１１年度まで。交付の限度額が国のお金として６億８,７７０万４千円、多摩市のほう

に来るという形になります。今回計画書を作った関係で、令和６年度から１１年度まで、

金額とこれの内容が国のほうに示されていて、こちらの限度額で市は事業を進めていくと

いう形になります。 

 令和６年度からという形になりましたので、９月補正で事業所と住民の太陽光の補助金

に関しては先行的に始めさせていただいて、令和７年度から事業者向けの補助や住民向け

の補助。あと、ソーラーカーポート等をぜひともやっていきたいという形でスタートを切

る予定でございます。 
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 公共施設のほうに関しましては、予定として令和８年度以降に組み込んでしまった関係

もありますので、令和７年度に関しては準備をして、令和８年度から進められるように進

めているところでございます。 

 今後も進捗状況等に関しては、皆様にも御報告させていただいて、市民の皆さんに取り

組んでいただけるよう取組を進めていきたいと思っておりますので、よろしくお願いしま

す。 

 報告は以上です。 

○会長  ありがとうございました。 

 今の御報告に関しまして、何か御質問等ございますでしょうか。 

 どうぞ。 

○Ｃ委員  本庁舎のＺＥＢ化って、これ、何のことですか。 

○会長  ＺＥＢ化について。 

○ｃ地球温暖化対策担当課長  ＺＥＢ化というのが、建物がどのようなエネルギーを使

って、普通この建物ですと、標準的な運営をするときにはどれぐらいのエネルギーを使う

のかというのがありまして、それを高効率の機器を入れることで、エネルギーを半分以下

に抑えて、省エネを図る、省ＣＯ₂を図るというのがＺＥＢ化というふうなところでござ

います。 

 本庁舎に関しましては、新しく今本庁舎の建て替え等の計画がありまして、そこでは、

ＺＥＢ化をしていきたいという形で計画を立てておりまして、そこの補助金をここで実は

申込みをして認めていただいたんですけれども、この交付金の期間が１１年度までで、工

事のほうが大分延びそうだという話がありまして、対象から外れそうだというふうなお話

が、今説明した内容でございます。 

○環境部長  補足ですけれども、ＺＥＢというのは、ゼロ・エネルギー・ビルの頭文字

を並べたものです。 

○Ｃ委員  そう言ってもらうと分かる。イメージがつきそうです。 

○環境部長  なるべく省エネ。あとはなるべく創エネ。太陽光とかです。外から持って

くる電気を極力減らしてゼロを目指そうという趣旨。そういう取組の名称です。 

○Ｃ委員  はい。 

○Ｍ委員  今、新しい中央図書館が、あれがＺＥＢで、５０％ぐらいそれを達成してい

ると。 
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○会長  ありがとうございます。何かゼロエミッションとか、ゼロエネルギーとかいろ

いろ難しいですけれども、ありがとうございます。 

 もしあれでしたらそういうふうな補足とかもいただけると、確かにもうちょっと分かり

やすいかなと思いましたので、なかなか共通で使っているようで意外と分からない言葉っ

て意外とありますので、少し丁寧に今みたいに御紹介いただけるとありがたいなと思いま

すので、よろしくお願いします。 

 どうぞ。 

○職務代理  まず補足として、この重点加速化事業というのが、いわゆる脱炭素とか温

暖化の文脈ではトップランナーしか取れないんです。そういう意味では、多摩市さん、す

ごく今まで積み上げてきたものが評価されたということだと認識しています。 

 これは実行のところが難しくなってきまして、それこそ商工会議所さんと連携したりだ

とか、そういうのもされていると思うんですけれども、あとは、個人向け。先ほど申し上

げましたが、気候市民会議と連携してみるだとか、いろいろな形で周知を図っていかない

と、なかなか断熱してみようという方がいらっしゃらなかったり、ソーラーカーポートを

入れてみようというのもなかなかいらっしゃらないので、その辺をぜひまた頑張っていた

だければと思っております。期待しております。 

○会長  ありがとうございます。 

 どうぞ。 

○地球温暖化対策担当課長  商工会議所の皆様にも、今回受かったというところを御報

告させていただいて、会報にも一応載せていただきました。また、来年度から新しく事業

者向けの補助が大きく広がっていくところありますので、そこも連携してやっていくとと

もに、市民の皆様にもぜひとも知ってもらいたいという形ですので、あらゆる機会を通し

て、広報啓発していきたいと思います。ありがとうございます。 

○会長  ありがとうございます。 

 どうぞ。 

○Ｍ委員  すごく基本的なことなんですけれども、再エネ設備を導入したりするのはい

いんですが、再エネと断熱というのはセットになっているというふうに考えないと、バケ

ツに穴が空いているのに水をどんどん入れているみたいなもんで、効率のいいエアコンを

入れたからといって、窓ガラスが１枚ガラスだったら、じゃあ断熱して今の設備を使った

ほうが安上がりなのか、そうじゃないガラス１枚にして今のままにしておいて、高効率の
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ものに買い換えたほうが安く上がるのか、コストの問題としてあるんで、そこら辺きちん

と考えないと。 

 例えば、公共施設等への高効率設備の導入、プラス市の独自予算で断熱化というふうな

ことになると効果があると思いますし、事業者向けの高効率設備補助事業、プラス市独自

で事業者向けの断熱設備の補助とかそういうのがセットになっていると、多摩市としては、

きちんと分かってやっているんだなと。 

 一番ベストは断熱と高効率の設備が同時に入るのがいいんですけれども、そんなお金ど

こにもないわけですから、どっかうまく工夫して、数をどんどん増やしていかなければい

けないと思うんで、ここら辺は本当に工夫をして、市独自の予算を付け加えることによっ

て、非常に最終的な目的である脱炭素へといくんで、そこら辺も戦略、構想として頭の体

操されておいたほうがいいんじゃないかなと思います。 

○会長  ありがとうございます。 

 どうぞ。 

○地球温暖化対策担当課長  一応こちらのほうに関しましては、お話しいただいたとお

り、断熱をして空調の性能を下げる。それによって、より省エネ効率の高い形になるとい

うふうなところは、市のほうも取組を進めているところでございます。 

 また、市のほうの補助だけではなくて、東京都のほうも、この事業者向けの補助に関し

ては非常に手厚くやっているというふうなところがありまして、こちらのほうも連携をし

ながら、多摩市だけでやるのではない、東京都だけに任せるわけでもない、みんなで協力

しながらやっていくという体制をぜひともつくっていきたいと思っておりますので、そち

らのほうも広く皆さんにお伝えをしたいなと思っております。 

 一応住宅のほうのものに関しましては、市のほうで、今も断熱の補助はやっておりまし

て、今回重点のほうで取れましたので、それに上乗せするという形で、さらに手厚くする

というふうな形に、断熱はなっております。 

○Ｍ委員  私が言っているのは、だから住宅だけじゃなくて公共施設。公共施設等への

高効率設備導入というのが、計画概要としてあったものですから、ならば公共施設の断熱

も同時にあったほうが効率的になるなという話をしたわけであって、個別住宅については、

今、それこそコミュニティーセンターなんかにもチラシがありますから、それは存じ上げ

ていますので。そうじゃなくて、公共施設へはどうするのかということを、私は先ほどお

伺いしたわけです。 
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○地球温暖化対策担当課長  ありがとうございます。個々のところに関しては、それぞ

れのところの工事の中でのお話になりますが、おっしゃっているところは、私どもも全く

同じでございます。ただ、工事の規模、内容によってはできるところ、できないところも

ございますので、そこら辺も含めて、できる限り最大限効率的な対応ができるように、取

組を進めていきたいと思っております。 

○会長  ありがとうございます。十分、バケツに穴が空いている状態で水を入れるよう

なことはきちんとしないということですので、そこは多分大丈夫かと思いますので、事務

局、市のほうも少しその辺は気をつけながら、どうやったら効率的になるかというのを踏

まえつつ、今後の検討というのを進めていただきたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

 ほか、よろしいでしょうか。 

 どうぞ。 

○Ｆ委員  この補助金に関しては、ｃ課長が大変御苦労なさっているということはかね

てから伺っておりまして、取れてよかったなというふうにとても思っているんですけれど

も、今もＪ委員からもお話ありましたように、多摩市がこれを取ったということを多くの

人たちにもっともっと知らせることによって、これまでの議論の中にもありましたように、

市民がもうちょっと頑張れるとか、もう一歩前に行けるということは、多摩市も頑張って

いるんだというところで出せると思いますし、十分に広報しますと今、課長もおっしゃっ

ていましたので、それを期待しまして、応援していきたいなというふうに思っております

ので、一緒に頑張っていけたらと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○会長  ありがとうございます。広報をぜひ頑張っていきましょうということで、承り

ました。 

 よろしいでしょうか。 

 事務局のほうもよろしいでしょうか。 

○環境政策課長  はい。 

○会長  ありがとうございます。 

 どうぞ。 

○Ｉ委員  このような交付金が獲得できたのはとてもよかったと思っています。そこで、

今回の計画でどのような対策をどれぐらい取っていくのか、というような評価というのは、

この委員会で行っていくのでしょうか。 
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 概要だけのご説明でしたので、アクションがどういうものなのか、そのアクションが効

果的に入っているのかどうか、ということをどこかで議論する場があったほうが、より次

につながっていくのではないか、そのような機会があればと思っています。 

 また、次回以降の話が先ほどの議題でありましたが、指標とその評価について、指標の

ほうは、ＣＯ₂が減ったか、エネルギーが減ったか、ごみが減ったかというような結果の

示し方があるのですが、もう一つの議論にどんなアクションを取ったかというものがあり、

我々が議論して評価するのは、結果でなくてアクションに対してだと思うので、そのよう

な議論の場がどこかであるといいと思ったので、ぜひよろしくお願いします。 

○会長  いかがでしょうか。 

○地球温暖化対策担当課長  ありがとうございます。こちらのほうも、国に計画自体は

出しているところもございますので、その計画を後から変えるというのはなかなか難しい

ものでございます。ただ、国に出した内容に関しましては、今後、皆様のほうにもお伝え

をして、指標の評価の中でも、そこら辺のところが議論できるような形で、ぜひとも進め

ていきたいと思っております。 

○会長  ありがとうございます。直接この事業に関しての評価というよりかは、一部状

況なんかを報告いただきながら、意見交換なんかをするようなイメージかと思いますが、

必要に応じて適宜そのような報告も審議会の中に、適宜入れていただければと思いますの

で、どうぞよろしくお願いします。 

 それでは、大体時間になりましたが、よろしいでしょうか。 

 それでは、こちらにつきまして、以上となりますが、どうもありがとうございました。 

 最後ですけれども、その他になりますが、こちら事務局から何かございますでしょうか。 

○環境政策課長  本日も充実した御議論をありがとうございました。 

 事務局からは、２点ほどその他として報告させていただきます。 

 １点目は、野生動物、鹿・猿についての対応についてでございます。頁で申し上げます

と２１頁となります。先日送付した資料の中には含めておりませんでしたけれども、急遽、

差し込みをさせていただきました。 

 今年の１０月に市内で鹿・猿の目撃情報が相次ぎ、対応を行ったところでございます。

鹿につきましては、２２頁のほうに記載があるとおり、多摩市連光寺という場所。そして、

その近くに米軍の横田基地の多摩ヒルズゴルフコースというのがありまして、その周辺で

目撃され、我々職員、そして警察で、市街地へ出ないよう対応を行ってきたところです。 
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 その後、再度の目撃情報が寄せられ、最後のところにつきましては、その場所が市街地

であったことから、大栗川へ追い払いを行い、その後、鹿は上流へ向かったため、上流の

八王子市及び南大沢警察署のほうに引継ぎを行ったところでございます。なお、八王子市

からは鹿を捕獲したと連絡を受けております。 

 また、猿につきましては、２３頁に記載しておりますとおり、鹿と同時期にニュース等

で報道されていた左手のない猿が、多摩市でも目撃されており、小学生の下校時に合わせ

て、目撃地点の周辺を巡回して対応をいたしました。報道によりますと、現在のところ、

神奈川県の横須賀市、葉山町付近にいるということです。 

 野生動物に対する対応は、以上となります。 

 続けてよろしいでしょうか。 

○会長  はい、お願いします。 

○環境政策課長  ２点目につきましては、次回、第２回の審議会の日程確認をさせてい

ただければと思います。 

 既に日程調整はさせていただいているとおり、第２回は、令和７年２月１０日月曜日、

１４時から２時間程度を予定しております。後日、開催通知はメール等でお送りいたしま

す。よろしくお願いします。 

 事務局からは、以上となります。 

○会長  ありがとうございます。 

 何か今の御報告について、御質問等といってもありますよね。鹿とか猿が出ましたとい

う話ですけれども、そういうことがこれから多分よく出てくるかと思いますので、引き続

きそういう情報がありましたら、また御連絡と御報告いただけるとよろしいかなと思いま

す。ありがとうございました。もしまた詳しいことが何かをお聞きになりたければ、事務

局のほうにお尋ねいただければというふうに思います。 

 それでは、本日これで審議のほうは終了したいと思いますが、何か委員の皆様方、事務

局からございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 どうぞ。 

○Ｃ委員  僕、このタブレットは、見たんですけれども、紙の冊子ですよね。幾らです

かと先ほど購買のほうに行ったら、４,４００円でしたっけ。え、４,０００円ですかみた

いな。これって市民に読んでほしいと思っているんですかねというのと、あそこでは、店

員の方というか販売している方が、もうこの値段というのは、都市整備部が何か出してい
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るものの、それの次に高い冊子だと言うんですよね。 

 都市計画って、僕らの生活にとってはそんなに関心があるというわけじゃないですよね。

だけれども、僕らは環境だというと、僕らも自治会の中でも関わるところがいっぱいなん

ですよね。かつ、僕らの自治会でだって、事業として、昔はごみ対策と言っていたんです

けれども、今は環境美化部会ということになったんですよね。ごみじゃなくてそれは環境

のことだから、ごみごみって言っている場合じゃないだろうということで、そういう名前

になったんです。 

 それと、僕は聖蹟記念館のところによく犬と散歩に行くんですけれども、よくお父さん

と子どもさん２人、連光寺小の方がごみを拾っているんですよね。ごみ拾っているんです。

もう僕も何回も見えるので、子どもさんに「どうして、ごみ拾い、大変だね」と言ったら

ば、子どもさんが言うには、学校でＳＤＧｓですよね。それを教わったのでごみ拾いして

いると言うんです。僕の住んでいる聖ケ丘の遊歩道なんかでも、ごみ拾いしているおじさ

ん、おばさんがいるんです。その人たち、ごみ拾いだと思うんですよね。美化するという

感じだと思うんですよ。僕ら年寄り、人にとっては。 

 だけれども、子どもさんにとってはＳＤＧｓの枠組みの中でごみ拾っているという。そ

っか、同じごみを拾うのでも随分違うなと思ったんですよね。だから、みどりと環境とい

うふうに言った場合には、物すごく僕らの生活に密着している。子どもからお年寄りまで。

公園は蚊がいっぱいいて利用できないとか、ゆっくりできないとかということなんだけれ

ども、僕としては、自治会に１冊本ぐらい分けても。 

 Ｅさん、今自治会、幾つあるんでしょうかね。自治会。 

○Ｅ委員  多摩市では２４０ぐらいですけれども。 

○Ｃ委員  そうすると、カラー版にするかどうなのかもしれないんですけれども、僕は

自治会の会議に出ていて、ここの頁のこういうところについての話とか議論なんですよと

見れる。それが足りないなと思いますよね。 

 だって、小学生だって副読本という形でちゃんと環境の副読本もあるし、全体を見渡す

ということはできるわけですよね。だけれども、僕らの地域の自治会活動の中でもそれが

できるというね。もう子どもさんと僕らとは随分違うなという。その辺の配慮をしていた

だきたいなと思います。 

○会長  ありがとうございます。 

 何かございますでしょうか。 
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○環境政策課長  まず、価格につきましては、これを印刷するにかかった経費から、作

った部数を割って１冊当たりの単価を出しております。なかなかまだ浸透がし切れてない

とは思うんですけれども、もう地球温暖化の時代ということがあるので、なるべくエネル

ギーを減らすためにも、紙の消費というのをできるだけ抑えていこうということで、基本

的にはタブレット等で、ペーパーレスで見ていただくという方向で、市のほうもシフトし

ております。 

 ただ、やはり紙で見る機会もちゃんと確保しなきゃいけないということで、図書館等に

は置かせてはいただいているところなので、なかなかそれでは不十分かと思いますけれど

も、その辺は御理解いただければと考えております。 

○Ｃ委員  ちょっとずれたかな、この問題。考えているのとちょっとずれたかな。 

○会長  ありがとうございます。実は本って高いんですよね。いろいろな支援があって

安く見えるんですけれども、実はすごく高くて。なので、そういうのを忘れがちなんです

けれども、今言われて４,４００円ってはっとしましたけれども、なので、そういう電子

でできるだけやって、紙の消費を抑えるというようなこともありつつ、こういう現状にな

ってしまったということは申し訳ないんですが、多分ある程度、我々関知しなきゃいけな

いところかとは思いますので。 

 逆に、だから、例えばダイジェスト版なんかを充実させるとか、少し別の工夫で、より

市民の方に周知するようなやり方は考えていければと思いますので、その辺りはまた事務

局とまた何か考えていただいて、直接のこの分厚い本に関しては電子的なもので見て、中

の大事なところについては、この冊子で見てとかということを、工夫なんかをお願いでき

ればと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○Ｃ委員  いいですか、続けて。 

 僕らの暮らしって、市民の暮らしというのは、例えば環境に関心がある個人とかいう形

で、あるいは団体という形で動かれる人たちがいますよね。でも、僕ら圧倒的には地縁組

織というか、隣近所と、もう考え方もやり方もごみの出し方も全然違う。あと、お庭でも

ぼうぼうの人もいるしきっちりやっている人もいる。だけれども、お隣同士で一定程度の

地域の中で、環境というものを大切にしていきましょうとか、気持ちよく過ごせるように

環境を整えましょうとか、そういうことなわけですよ。 

 だから、その辺に対する働きかけって、多分こういう目的のためにこんなふうに動きま

しょうでは動かないんですよね。動きたくても動けない。その辺のところへの市の働きか
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けってどうなのかなと思うと、自治会というものに対するとか管理組合とかその辺との、

この環境審議会、行政とのコミュニケーションをどうしていったらいいのかな、そういう

提起なんですよね。その１つがさっきの４,４００円の本ということなんですよね。 

○会長  分かりました。ありがとうございます。 

 個人個人の働きかけだけではなくて、そういうコミュニティーとか、自治会とかも含め

て、こういう考え方とかをどう広めていくかというのは課題だと思っておりますので、多

分この次回の審議会の中で、また評価とかの中で、もしそういう視点がないようであれば、

少し加えていただくとかアドバイスをいただくとか、そういった形で議論を進めていきた

いと思いますので、ぜひよろしくお願いいたします。 

 多分おっしゃるとおりで、少しその辺り、何となく物分かりがいい個人に対して言って

いるというようなものになりがちですので、もうちょっとコミュニティー、社会というも

のに対してどう伝えるかというのは、少し必要なのかなというふうには思いました。 

○Ｃ委員  まとめていただいてありがとうございます。 

○会長  ありがとうございます。 

 ということで、重要なアドバイスをいただきましたので、そういったことも含めてまた

審議会を進めていきたいと思います。 

 ほか、それでは、よろしいでしょうか。 

 それでは、なければ進行のほうを最後事務局にお返しします。 

○環境政策課長  本日は、また１回目ということで、Ｈ会長はじめ、委員の皆様、誠に

ありがとうございました。 

 それでは、これをもちまして第１回みどりと環境審議会を終了といたします。 

 本日はありがとうございました。 

午後４時３９分閉会 


